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〈研究紹介〉

太陽発電衛星ー一宇宙から地上へクリーンで安価な

エネルギーを供給するための最適な方法

モスクワ大 I~t 物.f.1[ "t 古ISI"J ヴラジミール・ノ〈ンケ

店、は モスクワ大"1ーの物.fll~?iil\門に fihML. ~，

年 8 )1 から 5 ヵ)II::1. 存 ii 61f 究H として 'T: 'Iii61fに

消イl している。モスクワ大?は，ロンアの(:'，'，大な

竹? I"iMichael Lomonosov によって 1756~f に自立

、〉された 111M ある大 7 である(次ページ "i- J'.f ), 'j-:

術研では l:Ji )，'応 IILL 学研究系に所以 L. 太陽発泡

1:11)1' の研究を 1 J っている。

・太陽発電衛星 SPS とは

エネルギー問題は人~((の， iij j主に立ち塞がってい

る)，H，(内な/If]組であるが.その解決のための j此 L

7 リー/てイf})な JY 法は.太陽エネルギーの手 II )fj

である。ピーター・グレーザーが従案した太陽発電

衛星 SPS(So!ar PowerSa ， ellite) は， 21世紀の

初日自にはエネノレギ一間足 j を解決するための切札に

なるて aあろう。

1

i慌に多くの|上|でS I' S の 61['先が!ム純に行われてい

る，これらの研究では.的 IH:Ji 1，\軌道に l工大な木

l込i'l lL i也ノ、ネ Jレを民!ifl し.そのエネルギーを収*し

たマイクロ波ビームで地|に送ιすることを:忠定

している(~ I)的 11'.1:'11 )，\軌道では、太|場エネル

ギーの市 Ii む大きく(1. 4kW/m). 時 nil変化む Yf，

どない。，'j1' I 卜 lili 1 ， 1 軌道の SIぷ Sから.地球 I.の一定

J也J止に. 大 fl丈に J， イ 1 されるニとなく ·ii\ II;'f. 'il: f耐な

エネルギーを7 イ 7 ロ I庄の j杉でjB'd~することがで

きる( 1f; の S I)S 吋たり 5-IOCW)。

・モスクワ大学でのSPS研究

モスクワ大''j:で(.t. SPS で肢も 'fi 安な7イクロ

波 i羊屯技術について.仇II.ムぃ研究がhわれている。

送屯アンテナからの送l正ノ、ターンを i位i直化するこ

とにより，高対Jギて'安全性の尚し、7 イクロ波を I也
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モスクワ大学のメインビルデインク

22.000 人の学生ガ勉学，研究に国んでいる

有期電 JJ

-太陽';{i池パネルの大きさ

.送~l1アンテナの位径

-総If( :,1
.i，i<: Mの SPS を作るための貸用

(.t J ち↑げコストを含む)

しかし.我々の生態系に関わるような r:n姐の解

決は、今日では全く不可能と思われるような巨大

な~J!. I史の 7 ロジェ 7 トを実収するニとによっての

み可古Eであろう。

米同やロンアを含む多くの|五|の宇宙機I~Iや会社

は.これまでSPSに i刻する問題を J卜iBに多岐にわ

たり分桁し.研究している。それらで得られた主

な結論は. SPSは非常に fj宅なエネルギーンステ

ムであリ. I., Lfrr さえ允分あれば.計 l叫がスタ

ー卜してから約 20年で. i位争))の SPS を -ill ;u.tするこ

とができるというものである。また， S ドSへの投

資の 1，，1似は， 6年以内に "r能て"あると~われている。

以 Fの

その

の代償エA然 Iiス士写)

上に i基'， IIできることを示した研究はその一例であ

る。これにより.受屯アンテナの外相 IJ では.世界

でlU L Mtしいロシアの医学基準 (0.1W/m') を満

たすだけでなく.日正に地上で利用されている7 イ

クロ波による航法や通俗になんら liS卒中を及ぼさな

いことを示すことができた。また.地上で7イク

ロィ止を'， II力に変換する Jii去についても枇j塩化をね

い.半導体方式だけでなく.屯 f ビームを III し、た

大屯1) で向'1[庄の変換 h式('7イクロ抜から直流

への変侠)についての町f究も fl'っている。

・太陽発電衛星の意義とその実現性

太陽発電衛星の;1l7J システムとしての rJ7..l!I\ fIせな

干IJ.I，\は.良〈知られているように次のような点で

ある(図 2 )。

-熱汚染が少ない(地球環境問題の点から.非常

に重要である)

.f ヒイJ 燃料(イ l 炭， Ti iUI ,

ネノレギーとなりうる

.f地境を汚染する放射線が出ない

, Iス門左ガスを発 'Iミしない

・政射性物質やl政射能に汚染された装 iliのl従来の

問題がない

極めて Ii:全である

受..IIi也域は， 'k HJ 上.

Ijj できる

マイクロ械の屯))を 6坊に.広範II刊の受';lI rJr ，

例えば.いろいろない!の受屯所に， l:r.ilt1. 1 1II1 で切

換えて供給することができる。

しかしながら人n:J '\~の SPS としては.

ような大脱悦なものが考ーえられてきたため.

実収刊に疑問を感じている人も多L 、。

太陽発電衛星(SPS)の概念。静i上衛星凱道

で発電し，マイクロ波で地上に送電する。
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図3 SPS2000でマイクロ波ビームを愚適{じした

場合の地上でのマイクロ波のエネルギー密度

半径.Km

レクテナ半径・ 1135m

1.0

受電刻率 0.9 国

送電電力 14.7 MW

。
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受屯アンテナの外相 II に洩れる.{o f' ，!}ーなサイドロープ

ィ庄の'，Ii 1)'ff,' I.立も， ロンアの医学扶i\ tに比べてはる

かに小さい他に j(1Iえられることが分った(凶 3 )。

SPS2000は.非常に安全なエネルギーンステムで

あると FL;(えよう。

平Lは，ロンアの科学者i宝が. SPS2000のえjtn十研

究や.本年 2 月に行われた鋭出II ロケットによる?

イクロ波i差-;:ll.尖験(ISY-MμTS実験)について.

もっと詳しく知l る必要があると与えている。私は.

日本のSPS研究省と Jt~ 若で.ロシアの';;;'名な物王盟

学会誌であるロシア科学アカデミーの・・Uspekhi

ドhysicheskikhNauk"に， ニド Wj jjif での S PS Ji lf 究

の紹介記 tiL をさ十〈ニとにしている。また， ロシア

と H 本の科学的な交流を深めるため，モスクワ大

学での 7イクロ波刷屯力ぷ子と太陽発'it l街 l{ につ

いての研究報告を準備している。

'iェ: IiiJi )f での私の SPS の研'允が，モスクワ大学で

の科学研'先 7 ノレープにとって非'ぷに有俗であるこ

とを碓 iff している。我々のグループは.今後も SPS

に闘し.日本とロシアの共 I，;]研究乞一層発展.

強化させたいと巧えている。

(ヴラジミ-)レ・パンケ)

.SPS を推進するために

SPS に対する人々のt!'比と財政上のリスクをど

うするかが，現在位も ill~な問題である。

5 ド5の坪.念:は.エネルギーr乎の世界では全く

の， %ii参.I'J一切である。この世界は. SPSの強力な

競争相手によって支配されており， しばしば客鋭

的な決定がなされないことがある。 wuえばロシア

では.絞融合の研究については令ての'γ斗=が良〈

知っているが.物正聖や.エマ:や司 そして J-:j凶」二学

の専門家でさえら. SPSについて充分な知議を持

ち令せていないのが実情である。この状況は，勿

論ロシアだけのものではなく. 多くの|到に共通し

ている。もし. SPSの研究が.校則合と|司じよう

に長年よくなされていたとすれば.少なくとも実

験(I() な SPSはもう尖現していたに i畠いない。

SPS への投資の凶収は.故初の SPS を作って

から始まるのではなく.もっと y，くから始まるこ

とに n. 目する必裂がある。何故なら. SPSのi剖発

段階で得られる此rliの工'干:や科学の知識は. i也の

料学や工学の分野に L七、用できるからである。例え

(f.:.KI玉!のアポロ 5十両( 2 兆 5 千億円規校)は.録

済 (I'~ な目的をもたず.凶家威信の ~:'~1 晶が目的であ

ったが. 1- に述べたような理由で.その投資の和 1

i-it もの見返りがあったとされている。

S ドSのような有望で巨大なプロジェクトを.で

きるだけ財政的なリスクを小さくして実現するに

は.国際協力で尖施する以外に道はない。このよ

うな J I) ーンで安価なエネルギーの i符抗的なユー

ザーである 1m 発途上岡こそ.ただちに SPS という

合唱な問題に似極的に取組むべきであろう。

・日本とロシアの SPS 共同研究

'j': 社i研の i土友信人教授のグループが研究してい

る 10 メガワ y トクラスの S PS2000 計幽は，フルス

ケーノレの SPS を笑現するための，重要な第一歩で

ある。 SPS2000 は. SPS の主要なアイデアを試

験し実証することができるだけでなし実際に.

A、道域の国々にクリーンで安価な屯))を供給する

ことヵ εできる。

"'1.は，宇宙研に h古代中，モスクワ大学での研究

を応用して. SPS2000の7イクロ波送屯について

ンミュレーション計算を行った。このシステムの

送従効率はかなり高くすることができ (95-98%)

-3-
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*シンポジウム開催予定 唖g

宇宙放射線シンポジウム

I:fJfii:C1 半成 6 年 I JI13 日(村 -14 日(:，，)

場 内i 'fO 'di科学研究所本館 2 附会議場

宇宙エネルギシンポジウム

|州if:口 I'成 6 年 I 月 24IJO j) -2611(村

J-J)j !リi ιj': 'Jj科学研究所本館 21析会議場

大気圏シンポジウム

Imfii: 円'I'成 6 年 1 月 27 日 ω-28 日(付

場 所 'j 商科'γ 研究所牛:fin 2 階会議場

。 H司令せ光 1 宙科'下研'先所研究協力法

共同干11111 係

0427(51)3911(内線 2234 ， 2235)

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 1 月・ 2 月)

月 2 月

5 10 15 20 25 3υ 5 10 IS 20 2S

M-3511-8
附 ノ'、』 せ

('j.;Hi ~川民 )

5T-735-2
I , 2 段按 T 分蹴A験

M-V NI 強度白 I~i 早'l pよ験 (KSC)

I. 2 段般 T 叶離」腕

M-:H モタケス M-: l4モータケース

剛刊 M式験 {班城"え験 (KS じ)

5-520-17 フライトオヘレ ンヨ〆

(KSC)

5-310-22

I'H 斗II 党店輸送 flJ i' i フライトオベレーンヨ/

口 仁二二 二二コ
('j-:H山町f (オスロ) (ノルウゴ ・ア J ドーヤ)

古来言 *鹿児島宇宙空間観測所(KSC)開

倒防A引1 設30周年記念式典および祝賀会

臥聖断 (表紙写真撮影:前山勝Ill])

Il H19 1:! 11 叫 30分から K SCi'P明快大会議半に

おいて際記式·UJ~が行われた。鹿児島県および内之

illi1町の各 '+'1 山 ~H i]1ilI.;iII l 協))会の}j'々(鹿児山県知

事代型 II 松川史郎1-1\納長 .m 岱可也内之浦町長はか) ,

I也厄 OB の打々(久本化峻 jじ凹fL" , Ill'I' キミ j仇II

人会長はか J ， *大'i'. llf ・ 'j': 'd illfO B の光当 hi 初

代京大'-iヱ:'l1 i航官 llf 究所長!河本川先 'I:: ， t.:lij長成文先
生はか)なと外部から約50?" の方々にご!til;)f/; Ii弘リ，

ヰ"山fJJfからは秋葉r~ik 111'1' 企画調帯主主 I~~~\ 山本

位'JW.古I\bとはか~，')30?'，が出!市した。

i主庶務課長のロl会のもとに.秋i定所長の扶拶，

4

制H日教J受の続過報告'・土屋鹿児島県知事および地

前町長からのこ下見砕，内之浦町への記念レリーフ

贈呈.関係省(協力会の]7機 11101 と 2 1101 人)への感

訓状贈忌と Hii りなく進められた。



このレリーフは彫刻家久保出 III'; 彦氏のごM芯に

よって1I~1 Iiーされたもので.未知なる 71'山と文明に

よる探併を観念的に内情築したタテ ImX ヨコ 2

m の ill. :Ii:感ある作品である。なお.レリーフの制

作に当っては( l!~ )宇街料'γ.振興会の令 1(11的なご l私

}j カずあった。

式典終 f 後「おおすみ」記念碑の 11Iiで記念thil必

を済ませ.づ|絞き約 1 II寺|問干Jt t'i 会がもたれた。向

木先生に乾材、のこ'発 JlT をお原Ii い L. またz!判長光 'I'..

久木 Jじ JC町長. IIP'I'Jじ婦人会長など， i目先 tl~ の Ji 々

から KSC 開設前後や「おおすみ J -1]上げの ~i の

ことなどを中心にお話Inき.光速のご ttl: 労に改め

て感謝しつつ会を終えた。( lJ1 t凶 7d:~)

*宇宙科学講演と映画の会(東北)開催される

束」北 u地也区における「寸 ..孔"山i

が l川1 )片-I 7円(II)γ'1"- 1:後長 2 II時寺カか、ら 1仙山 f白;市科マ学oft飴自にわお.いて

IHIH~ さiLた。

この会は. 111 字下院JjJ lj J也区において行われ. イメ ip

は東北地区においてヰ :Hi 科学・ 5庁'先について 1.1 < 一

般の JIll 併を深めるため実施されたものである。

三円 H は.17 一つないlIi' r k.のなかてオ ~)270 名の米場

内があった。 liJ 会は，ベテランの小 II 川J教授、川

小企 I~'i 訓幣ネ幹の挨t.J:;により|品 Wi され"革 i~i は東

北大学歴 ''-I ・店 1\ 大家覧教 41:による「宇宙科学量 lU 1I '1 の

品、み -1 .1<同のロケソト|別発とともに J )!I.び 4' plf 究

所の，， 'j ~!I 明!弘教授による「ペンシノレから M- V'~l~ ロ

ケソトまで」を"悼演した後.聴衆からの熱心~:'t't

Et が行わ jし映凶 i rWelcometolSASJ が|ー l映さ

れ岐川仰のうち午後 6 時過ぎ無'f\.終了した。

(日係義 IIrn

*ISAS/NASDA連絡会
[SAS/,\jASDAj!H~会がII 月 24 1:/に. ISASIH1J

からは UI 中刷所長以下. NASDA lI!lJからは松j十;，i11

i'll.事長以卜が1\¥，市して半'Ii i開発 'J{~問で開催され

た。双 }"jから‘あすかの成%. M-VIJfl 51':の if主捗

状況. TH-] による宇宙環筑利用実験の成果、 II

II の準備状況等に閲する報告ののち.将 *~Il 唖i に

ついても 説IIJJ があリ.卜f1. /:[意見が交換された。ま

たアークジェ y トについての Jn ，J 研究実胞の}f li'l

が了取された、終了後には懇総会が!Jf.]かれ.正式

会合を起 iえる成果があったことを付 rfc しておきた

(1':N己 1;1.絞)

*第 3 回 M-V推進薬燃焼安定性評価試験

ロケソトモータは -t1~~{発生の坊であリ.推進薬

の燃焼現象と共鳴するとi'r庄の念、化に燃焼i生!主が

敏感に!止応して強L、燃焼振動が発生する。~尖験

は j白 i、 2 1111 にわたり重ねてきた実験の締めくくり

て二燃焼慌の長さを M-V第2+立モータの相当長4500

mm まて中I'ばし推進薬BP-204J を対象として燃焼

而債の急速拡大法により縦万Ii，]の 7T特振動を強制

的に発'ドさせ.燃焼'ie.';.£ '11: をは拘tめることが才.足!J

てがある。

このよフに長い燃焼泌を組立て.前 II聞 820mmの長

さのみに装JTI された推進薬を後 }jから怖かに IIYr 火

1 る作業には鮒渋したが結局 4 luiの尖験を l J った

うち 3 I1.!Iについてデ タが取得できた。推進薬 B

P-204J は L820. 1620. およひ'3500mm (それぞれの

長さに対応する J.~本計特周波数はr)650. 325およ

び150Hけの燃焼球では十分，jI-iilll できる強さの似

90) を発生. L七、符 I'M 数もボめられるレベルて"あった
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が， L4500mmlこなると法本周波数108-113Hzが F

7 じて検:IJ し得る紅度までしか燃焼振動が現われ

ず. この判官i韮柴を装.tfI; ~fa1:70 トンの初段モータ (jt

本周波数50Hz) ， I;;J じく 30 トンの~2段モータ( JJ;

4>:阿波数 12511z) に i直It!して音響的異常燃織を起

こす恐 iL はかなり縛いとみられ.本年度末から行

われる地上燃焼実験にも安心して臨めそうである。

そのほか.惟 j旦燃料研究主で開発した;/(.t化ポリ

イソフレン (HHTP[) 系推進薬を装 I摂したI'li勾 ψ

100mm モータおよびポリプタジエン推進薬を装唄し

た世 100mm i'~ /i:J モ-J による燃焼実験も無事終了.

特に IIIITPI 系推進薬については JJ!..{tCコンポジ γ

ト微進策の主流を III めているポリブタジエン系よ

り比 1j~ 力の l削で 3-4s は l跨っていることが JL ，uE てH

きた。

なお，今回で M-V ロケントの開発|見 J j!liの尖験と

しては終了するが， L5500mm 燃焼終によるデータ

の取り偵しなどがあり，我々は機会を得てこの).f

験を続行したいと切噌している。(お lUI 彬)

*NASA ・ ISAS ネットワーク運用会議

11 J-15B , 8R , 911 の 3 日↑in; NASA と 'j ・"!.j

filf との II 刊の平 y トワ ク辺川会議が開催された。

この会 l浪は， 'j-: 'dj 併の衛 Jl~ に対する OS NJ 也 I) ，，)

の支般に l則して NASA 担当者と議論を行うための

ものであり.定期的に毎年秋に防 J fit されている。

今年は以ドのような議題について議 ifl 布が {i われた。

「ょうこう j ， r あすか j ， rC E: OTAILj のニ 1: 1. i

廷については， DSNI 誌でのテレメトリ受信と半'山

町fへのデ -Jf ム送が定期的に行われている。これ

らの 14. ilJJ.のぶ般に|刻しては特に大きな問題はなし

はぽ順調に支扱が行われていることがJX.万により

6確認された。将米ミッ yョンである Muses-B ‘ Lunar

-A , Planel-B の三術星については司宇宙研よリ

ミ;;/'ョン概-~や軌道~h函について説明を {i い，

DSNI;;Jの止;彼の可能性なと'について議論を行った。

SFUは司宇山開発事業団のCMS-5 と同ーの11­

H ロケットでfJち上げられ.どちらの衛爪も DSN

局の文111 を必裂としている。そのため. sruにつ

いては 'li X; [lj と介同で会議が行われ， SFU と CMS

-5 との[1I1 でのDSN局のアンテナ割当方針や宇宙研・

6

ιji$l·n 'NASA三者で行われるイト I ，;) リハーサルの

計 I·hl などが議論された。

これらの会議には， NASAからは NASA本日IIの

I也トネソトワ-7 Ii日 ["I のjII当名ーと JPしの IJSN主Ii用

iil) j!']のjII当省が参加し 'j.: i由ifi庁か句は各7 ロジェ

クトの運m18."1ri やミ"//'ョン計 l·hil l1当脅が議論

に加わった。毎年 l lf. fl"J じ ilIL;: iL で{ j われている

こともあり.友好的な雰II~気のむとで議 'j\ i) 'j並行

し.イT な義な議論を能率よく行うことができた。

(IIJWI;圭弘)

*水星の太陽面通過を X 線で撮像

今年日月 6 l:l, 7 年ぶりに水J 1 ! の太陽 1MjJ1jj曲が

あった。全般的に天候はあまり良くなかったが.

II-1'各地でも観測が試みられた。「ょうこう j 1:1.iiiJ.

は大気凶外からこの現象を X 線て引 Ilf~ することが

できた。 ドの写真は.水 ll5 が太陽 I(li をjJ1j j曲した帆

i立をしめす。実線の部分が.太陽 1M をjJ1j過する純

IH[ て二その 1，:布の点線は軌道が外fI刊のコロナに取

なった店 1\ 分である。水 J，t.!まこの線にそって j， から

わに移動し.約 21 時間かかって太陽 1M 卜を般切っ

た。その悌子を紺 l長い間灼の純阿を拡大して II与

11\1 を jIlって'"したのが布の上卜によ l主べた 4 枚の'ザ

点である。上から順に水 1]1. (，'!.\い 1，1)' 状のもの)が

ゆっくりと布へ移動しているのが ， -IT 訟の太陽印

コロナの政射する X線の上に杉としてみえる

水 J，{.の lh- 径は.約 10 紗戸 j位Ii て'ある。水 161 の x

t五iマ~i 主鋭による縦 1撃は L ちろん初めてのことで.

大変珍しい'勺点であるが， I ，;J 時にまたこの縦像に

より， X 料~C(J.遠鏡の解像力とコントラストについ

て -n .illなデータが得られた このような現象が次

におこるのは 1999 年である。

(小川原点 iり I)
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銀河の仲卸た0(8)
‘,

クエーサー (OSO) ，セイフアート銀河

梅野文命

1960年代は天文 'γ・の大発見の時代であった。

クェーサーもその一つである。 1962 年に月の J(~似

を利用して 1正法 ilJ;l3C 273 の[立 ii~: が初めて JUWlニボ

められた その i立泣に:/ュミ γ トは可悦たで 13­

1干の Ilf'" 、川のような天体を見つけた fi!'"、たこと

に Ij:.この天体からくる光のスペクトルは 16% も

亦い }y へすれていた。ハ y プルの法I!I J に従えば.

この天体は 30 {i!';，t;年という達方にあリ.しかも.

その I J> J るさは銀河系の明るさの 100f 在以」ーもあると

いうことになる。更に過去に JM 影された写 tt~~ t:似

を品 lべると.この天体の iリ1 るさが l 年何度の I~I に

変化していることがわかった。天体の強度変化の

時IlI Iに正;述をかけたむのは光の発生領域の人ーささ

と考えてよいから. 1 光年つまり銀河系の大きさ

の 1万分の l の大きさの領域から銀河系の 100f 告の

エネノレギーを発刊ーしていることになり、大きな"命

議を II千ぴ起こした。これが今 H クェーサーと H千ば

れている J(f，j.; である。 JI の掩厳による lid 庄の観測

では l'iJ 時に. 3C273 の'.lU 庄減が二つに分かれてい

ることがわかっていたが.可視光の観 illll によリそ

のうちの一つの川波 il~U ま 3C273 のジエ y ト 4止の中

心、古 1\から吹き出している構造(ジェットと呼ばれ

ている)に対応することカ q~1 らかとなった。

-}j. 1943 年にセイファ トは渦巻銀iUJの 'I"' 心

の J{ のように小さく比える領域から銀河全体に匹

敵するほど明るい光を絞っ小心肢を fl\ う$J{ illl があ

ることを発}止した。その'I' ，L.、からは"Il離した!鼠 f

からの l;~: I，-、輝似が在Jl. illil される。これらの ~H~III はセ

イフアート銀河と III ばれる。セイフアート$J{ ii'l と

同じような屯離した原了からの起 It線はクェーサー

にも}~らi. Lた

7 ェーサーは"正法狐として発見されたが.後に

i正法を :H さないクェーサーが多数発見される -1Y.

屯波紋刊!と呼ばれる屯波の強 L、銀河にも I~I るい 'I"'

心肢があることがわかリ，これらの大体をまとめ

て i ,fi!WJ~J{ i") 伎と III ぶようになった。 'I lL i庄銀行，)には

比'I';~ジエソトを 1・|うものが'1-<見られる。クェ

サーもおそらく銀河の'I'にあると思わi. L るが，

i卓万であるために銀刊 Iは見えす.特に I~] るい 'I' 心

骸だけがあたか L .l a.ーのように比えるのであろう。

近年の観測技術の， i'l Iーで.泣傍のクェーサーで iりj

るい 'I' 心伎を取り巻< $J{i") がいくつか量Jl. illil されて

いる。クェーサーは鋭川|できる J~ i> 速い天体て"あ

る。 l'iJ じく 1960 年代に活動銀刊 I絞から X <lJii I止びガ

ンマ線を強〈放射しているニとが発凡された。

活動封{ lllI 骸の特徴は次のようなものである。

1)J{のように見えるゆl るい中心骸

2)分から年以上の時 llilkl立での強度変化

3)司法からガン7線に亙るすべての放射

4)ジェ γ 卜の政 11\

5)~lL験した JJ;( (からの l;~: "、絢1線の政射

日月るい中心伎のJI 休は何であろうか。エネルギ

一発生中の大きさから.巨大質 l止のプラ y クホー

んとする E況がイミ }jになっている。我々の銀i")やア

ンドロメダ$J{iUJの小心にもプラ y クホールが存-{i

すると l i われているが.これも川動銀河伎と共通

の間見flであろうか。

活動指i刊I伎のj"[ j，j.;を採るべく. MUSES-Bによ

るスペースVL8l ，l十両は屯波の凶if象を l 秒角の千

分のー(ミリ紗角)以下の分解能力で得ることを

可能と L. if;到J銀河伎のμ大なエネルギーを発生

している中心核をまさに i白 J量破こうとしている。

また日刊。能化された X線 l!liY. r あすか」は jはも速

いクェーサーの~'Ri を始めている。

(まきの・ふみよし)

-7 ー
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「訪 品、

仁1 の記」

小山孝一郎

11 月 8 日制.前 H 行われた本研究所の「講演と

映画の会 J 後の慰労会の両手いをいささか残して，仙

台.東京を経由し司約 1 時間選れの飛行機で成I± I

から台湾へと向かった。品、 ill 電離凶の CaSPAR

Colloquium! こ出席するためである。従ってこれは

わが「南町}北 1九」の記である。

台湾は地 liJiに水斗 I~ に kる地球磁場と点丙 hl"1 の

'， tt l;ようによって l ブ7へ持ち上げりれたプラズ?によ

って作られるいわゆる亦道具常慌に付.世し，地球

物E型的にはユニークな場所である。台 湾の i上中.iF.

IcE l際空港に着いた時は，日正に仮 10 時に近かった。

Localorganizer の暖かい出迎えを受け.ここよ

りパス， ?'7シーを乗り継いて二科学院のゲスト
ハウスに泊いた時はi況に 23時をすぎていた。まわ

りにレストランもなしこの夜は向!fliJ III'{売機のジ

ュースをがぶ飲みし(白川の生水は飲めない)， '全

腹を抱えて仰を待った。 9 1:1のイ主は静かにゲスト

ノ、ゥスで中~~料恩らしさ食事をとり， 10 1:1の夜.

nij1:1に集めた人 n270 万の f; 北市の食 cj けJi をむとに.

日本人参加 l 省 10 名で台北市のレストランへと繰リ

出し，凶川料用!と.t i向を楽しみ，年<:後にデザート

に芝麻球〈ツ?チヨ> (州麻約をまぶした l直後 3 セ

ンチ紅の )L~ 、従 i 入りのお菜子)が:.eる頃には「 L

う too much ヨ I J とjJfi討総合研究所の小川さんが

叫んだ。

11 1:1のF: xcu rsion は ';UJ 7II与にゲストハウス的を

パスで出発。台北市よリ点へ走り. ).，よ °Fi干に 1111 す

る海岸のを~:色を楽しんだ。f!:食は新鮮な中IJ 身と中

高E料理.その後，台湾の村々をパスの窓越しに眺

めつつ.交通渋滞でイミ名な f;北市を抜けゲストハ

ウスに/IV，: "、たのは 1主 7 II干で.この後すぐにパンケ

y 卜となった。ここでも中幕料理を楽しんだ。

12 日の{主.また日本人参加者で台北 ill での故後

の伎の台湾料段。是非試したいと思った蛇料開へ

の~"は， IiI]Ill- I;:，史とその|日j，淵れの ill 反によってあ

えなくついえた。放出陣物館 1干の sightseeingl ;J:，

残念ながら制ぃ滞犯でできなかったが. とりあえ

ず.食に|則しては極めて充実したものであった。

はてきて r よく遊び.よく .，:-1' べ」の r，"!・」の万

はどうなった(T)て酬しょうカ‘。 9 日より 11 日 σ)excur­

Stoll を挟んで 4 日間にわたって|掛かiLた Colloqu­

ium! こは， IS レーダによるプラズマバブルの僻究

を続けている日系 3 世の1:14:訟の話せない SRI の

Tsunoda ，二次 7C フォトメータでパブノレの動きを

追う'， '·11 の Mendi 110 ，パブノレの発達過程を比‘ I~

に IS レーダで飢えたプエ lレトリコの Woodman. 店、

8

道惜の7 ラズ7 ドリフトに|刻しては今一番前脱し

ているユタの Fejel ・そして 70.-1になり白らを Old

man と事1; しつつ.依然として活発に研'先を続ける

テキサスボーイのHanson ， C , H, Liu , K.C.Yeu 等
のついibC近まで米国で治践していた f; 湾人研究托

これに H 本の泌総 {'lf. 名大. :Jt 大.京北大等から

の12.t'，を 1m えて総勢 60?" f'付‘参加 l した。

811 寺に Wi~ り， 111 、n:~(T) lunch break を l~A して O!F

後 5 時に終わるハードなスケジューノレ(1 1 1:1のパ

ス旅行むハードであった)であり，さすがのエネ

ルギ y シュな米|五 l人研究将諸氏 L お疲れのようで

あった。ましてや我々 H 本人(少なくとも私には)

終日の英 i涜による conve rsat1011 と listening!こは.

いたく身だけでなく心も被れた。

千十"n:'!!l止をこれまで持った4れのない f; 間研究 11ー

の識が{はほとんどが地卜1il1. ill IJ であったが，本;同で

の長WI iii;:(1 の経験を持つこれら耐f究者の filf究は 'i1

が高いと!長じた。プラズ7バブルの y ミュレーン

ョンを党哀した-5き!.c.t'1 研'究者には.質問が集中

した。 ff向の人々の柑lは叩< ，ょうやく i切るくな

リ始める制 6 時頃には.公l京|での体操を終えた 1卸

左人i圭が，朝もやの中にゆっくリと消えて行〈。

朗の早いのは.t人だけではない。光の女性研究者

の指等教r~' である Kuo教佼から r':VI7 時半から

Discussion はいかカ{?J と持ちかけらt'Lた i時には.

1苛きのあまり声も出ず，気を取り lι して l 重に術l

辞j島 III し|げた。

今 luiの h北訪問の一番の収後は.私達のごく i丘

くに，少なくとも地|て観測において先分な研'先能

力を持つグループがいることを知ったことである。

正に「位台下Hi1し J のGood exampleであった。，n;

道借'~Ii離凶.大気の力''-f:に人々の II が少しづっ Ilf

ぴ IIJIけられ始めた今.地球物周(I(Jにユニ 7 な場

所にあリ.かつ， I百l じような現象に興味を持つ台

湾{，Jf'先省との交流をこれまでのインド，インドネ

ン 7，ブラジノレミ?との交流に加え，今後， ますま

す発展させ，そしてまた少なくとも息遠の分野に

かぎってでもアジアI也成研究者を組織化する必袋

があるのではないかと感じた次第である。

終わりに. 4:Colloquiumの開催にあたって.お

世話になった local organizingcommittee の Kuo

教段以下 member の }j に々， 12 名の日本人参加

省を代表して，この I泌を借りて謝意を去すると共

に，現イ to" 計画されている台湾初の人工衛 MRoc

Sat の尖 l験成功を 'L、から祈る次第である。

(おやま・こういちろう)
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~、出号訴宙 一人工衛星の姿勢制御の話一

第二回 スピン安定化
宮敬慶

l:ffJjl.にスヒンを持たせることによって.ジャイ
ロ同i!ll'rE で姿勢をできるだけ一定に保つという身え

は.アメリカの初めての f:fl l芭 Explore ，·- 1C 凶 1 )
以米収イビに金るまで多くの実刷例がある。スピン

を与えることは.姿勢の安定化のほかに以伎の均

一 iヒ.搭載観測機器視野の白動定 tit，ワイヤアン

テナのような俗椛装置への遠心);場の付与などの

.\!:P，止を持つ。スピン 1:f1hJ.て'Ii，希望のスピン輸が

↑tt性主軸となるようにぷi軒をする.いわゆる動J'~合

の;Ul~i ~tf:が on 吹ーとなる。

ところて'Explorer- 1 では. 'i lL;'庄信号の 'I、すと

ころによると.軌道に来って数H年 /1111主にはスピン

納の尚dJR リ起動が顕抗になリ(ニューテーンヨン

と H千ばれる L その振附がイ、安定に明大して(フラ

ソトスピン化という).やがて I也!二とのiI!i 1.-1が途絶

えてしまった。この経験により初めて . i'旦忽的主

|出'IIJ体ではな L 、'夫|祭の litl )， 1 ではー i比大↑n性主軸まわ

リのスピンだけが安定であり 1ルl 、↑l't 'I主主 MI同リ

のスピンではニューテーションがwi大して発放す

ることが知られるようになった (Explorer- 1 の

場合は通信月]のアンテナが柔軟でー.その振動を通

じて運動エネルギ がH'j [放されたとされる i 我 lfl

初の人丁 j:~fl，t r おおすみ」は熱的lJt:、肉で短時間で

死んだが.数ヵ月後にオーストラリアの天文hが

t絞った'うi:tr てーは. フラ γ トスピン fヒしたもJU カずっ

かがわiLた。

スヒン 1:~1 )，1 に外i'iしが1m わると.角運動.tItベクト

ノレの万 1"1 (ニュ テーション巡動の中心 HI"]) が

変化し.スヒン輸は新しい角運動;止の回 I) にニュ

ーテーション辺fJli1; を続ける〔図 2 )。また，地磁気

に!京凶して 1111 )1' 構休|人l に 1t'lーする渦電流によるな

ど‘ある同の外，f;Lて酔はスピン速度 L 低下する。

従って一定のスピン状態を維持するためには.

ニューテ ションの減反11m卸.スピン軸の Hr"j;L，j

--も
1'1 ，白

ヲーンス守口レ戸ンテナ (4)

図 1 Explorer-I の外観

御.およびスピン速度の制御が必要である。さら

に，ロケ y トの燃焼中の姿勢安定をはかるために

与えられた高いスピン速度乞軌道上での姿勢安

定に必1fな適切他に低減したり，スピン輸の "~'I き

を次々と変史する必要が生じることも多い。

ニューテーンヨンの減以 il~ 1i卸に l刻しては.スピ

ン軸が段大↑貫性キー軸に選ばれた通常のスピン l~j )1 1ー
では.ニューテーンヨン運動のエネルギー消散機

怖を設けるだけでこの運動を減京させることがで

きるため.中台ド I: ifi[ 休や 1向 ';lWU Jlによる「受動的な」

ニューテーションダンノマが Ill' 、られる。しかし政

終段ロケ γ トと結合した 1M!. の場合のように.ス

ピン軸が 42 小↑ 'fttt 主軸となっている場合には.ニ

ューテ-""ョンの発散を日 vj ぐためには.ニューテ

ーションを検出して必要 ι制御力を発生する「能

動的な J :1~ 1i却が必要となる。ニューテーションの

検出には.各師ジャイロや加速度計が通常用いら

れるが.場合によっては地般気センサを使うこと

ができる。制御);を発生するアクチュエ タとし

ては. リアクンヨンジェ y ト装;置が ilfi 1it用いられ

るが.ニューテーンヨンの発散率が小さい場合に

は'i'[C，蛙イ Iによリ 1\十らiL'る総主 'i /;を1' IJ I lJできる ス

ピン ~HI"1 及びスヒン速度の市 II 御については，デ

ュアルスピン 1車iH について説明する次回でふれる

ことにしよう。(にのみや・けいけん)

.~

,
~，- ,

'+V: ~~1 1 1 I 令 ~8 ~鍾Vデ~f 1 I ，士 I> の事会

図 2 輔対初l物体のスピン運動。

いずれの場介にしー剛体lこ Illil定したボディーコー

ン(その小心制iがえピン軸)が空間に問定したえベ

ースコーン(その中心軸が角運動員ベクトル万 It.J)

に接しつつ.滑りなく転がって L 、〈。仙l コーンの後

線が(瞬間I )角速度ベクトルの方向をぷす。 e. rlはま

岡剛lリIIf体本の 1償円f件I一

lにこ一2定i主:ゴ1値直をとる。
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井の中の蛙大海を知らず

H

』以i江()大〈学足担Eコ工:.:"f:川-叩Mf 究)内所リ引i (け't'l而Ii f，耐研)庁fの前身) を‘'坊h れ. ュ;

刊 T}~';の月躍 1~ としてJ主 II! された。 もっとも It: 1:1知1

らされたところでは正式保用に主ったのは数ヵ月

間の試験期間が過ぎてからであったよ 7 だ。

勺 II与の中央工場には20数 1'， の輪以がいたが.J;

行は数名で後は ll l.if.を過ぎた.tll/H主の釘世，iAにな

っているベテラン技官E 釘ばかリであった。そのた

めか.そこにはまた'徒弟制度が伐っていて.店、の

ような新人は. <VJ一需に fH勤して'，n射さんから雄

物の鍵を受取り部隔のh\l徐を L. ~~を入れて先輩

万の tH勤を待つ。タ }y w:!tの終業 II与!日l が辺づくと

!瓜川を沸かす。そのttiの Kit哲はドラム {fi て\熱源

は必欠。 l正公て"'(!.j を 1')11 すというと|片l えは良いが，

ボビンに燃のニクロム似を巻き付けたものをドラ

ム {Eの '1:0へ投げこみ守 200Vのナイフスイ y チに';[£

i棋をつ主いて1易を沸すという物騒な代物であった。

そのころの思い H~の一つに研究所へ定って通っ

たががある。その引の公，ffi Hにはまだ交泊貨がJ正

給されて主かったので. f1、のような安川給の 'I' か

ら定JYI代を tHすのが大変だった。そこで私は運動

靴を J:J.って走ることにし た。私の家は必比+.HnJU

11 からビール会祉の }jへ歩いて 13分{立の所にあっ

た。そこから駅前へIH て代行山の備を i凶リ.京大

泌を I， へ 1111 がり点北沢駅の hへ行くとf，Jf'允1リi であ

る。どの f，~の時 nIl で杭いたかはっきり党えていな

いが，屯lfiの来リ継ぎでjJ!jうのと同じ i立て'../n l.. 、た

ょっに思う。そんな通勤を数ヵ} J 続けていると交

jJ!j'l~ が支給されるようになったので'走るのはやめ

てしまった。

また. }JII 円~:+:ーの Ji~-* というのもあった。ある日

光市から「あした川 l配米が支給されるかり'永に帰

ったら袋を作ってもらって持って米るように」と

玄われ r どうしてで与すか」と聞いたら「工場労働

者には特別に円己給があるんだよ J と去われ何回か

野殿圭佑

Jdh されたことがある。当時それほど食 *:ll'J~ 怖が

必かった沢ではないと思う。たよ:ん l減1I!i' I' の円 cMt

i1 ill} 立の名妓りだったのだろうか。

数ヵ) I が過ぎて ilo .1 ミ '\";.1 刈の忘年会となった。そ

こで ·fl. が披似したのが ~II 来Jri. ;.Hi が歌って流行し

ていた「京/jワノレ /J である。(-f Rみたいな 1~ ~~}l

い仁が一人前の色気を:l~して歌ったものだから.

謹厳実 III な先輩 hi こ大いに 31 にいられ.それ以後

の飲み会では必ず登場した。中でも圧巻だったの

は作れの大 h}~~~ の II与である。窓ガラスを1Aきなが

ら議かが b・， \;fk で始めた「ぷ行ワルツ j・ j主端に~い

も ~'i きむ窓枠にぶらさがリながらの大イ刊日となリ.

jill リを Jj;"いていた 1誼 II が作 J 'l';ならんと II~ びこんで

来たことがあった。

そんな H の々 'I'. 光地 j牛が一人 i、リ一人去りし

て|数年が過ぎ幾つかの転換 JYI があって.在、 I" 身

も家起と職場での責任!庄が大きくなリ.研究所の

キャンパスにどっぷりと泣かリ.世の ~i 庇に1lま

れずに過ごして数卜年がたった今年の初~. "~['I:';

城よりF.予約が届いた。小には「あなたは米年 3

月末で定年となりますので通知します」 との在化

促進剤が入っていた。その H与の気持を j高訴の熊さ

ん八つあん iAc に表現すれば. r fpJ，、ってやんでい.

べらぼうめ。休暇も満足に取れないほとづ It n いそ

がしく働かせておきながら，年寄りになったから

やめてください主んて冗談じゃねえやし、」と ιい

た L 、所だが.何とかよりも 年の功とぷうではない

か.そこはそれ.胞にぐっとしまい込んでこうい

う II.~ に世の中よく使われる名言のょっに「化は似

木.人は何とか」まあ欣リ際紛魔にいきましょう

や。と云う訳で .H になったら大きく II~ びあが I) •

世の 'I' ぐるっと眺め回 L. 日本の名械を訪れ似の

|羽化と共に北上し， 日本列島を縦断し比聞を広め

たいと思っている。(のとの・けいすけ)
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